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Japanese Translation of “Lunyu Jizhu” ⑶ （The Second Part）
― Xi ZHU’s Interpretation of “Confucian Analects” ―
『論語集注』（朱熹撰）の日本語訳（八佾第三 後半）
――『論語集注』を主とする朱子の『論語』解釈――
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（1）
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
　
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―

孫
　
路
易
第
十
四
章
子
曰
、
周
監
於
二
代
、
郁
郁
乎
文
哉
、
吾
從
周
。
（
周
公
は
成
王
を
補
佐
し
て
周
代
の
「
典
」（「
礼
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
法
令
）
を
作
成
し
た
が
、
そ
れ
は
夏
代
と
商
代
（
つ
ま
り
殷
）
の
「
礼
」
に
対
し
て
当
時
の
時
勢
に
応
じ
て
そ
の
内
容
を
損
益
し
た
も
の
の
、礼
の
根
本
（「
三
綱
」
と
「
五
常
」、
つ
ま
り
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
の
倫
理
と
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
の
徳
）
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
法
令
が
大
略
な
も
の
か
ら
詳
細
な
も
の
へ
と
発
展
し
て
き
て
、
周
代
で
は
法
令
が
明
細
に
規
定
さ
れ
て
完
備
し
た
の
で
あ
る
。
孔
子
は
政
治
に
お
い
て
周
の
「
礼
」
に
従
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。
「
周
（
の
「
礼
」）
は
（
夏
と
商
の
）
二
代
（
の
「
礼
」）
を
考
察
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
明
確
で
完
備
し
て
い
る
か
ら
、
私
は
周
（
の
「
礼
」）
に
従
お
う
。」
集
注
：
　
「
郁
」
は
、「
於
」「
六
」
の
反
。「
監
」
は
、
視
る
（
つ
ま
り
考
察
す
る
）
こ
と
で
あ
る
。
「
二
代
」
は
、
夏
と
商
（
つ
ま
り
殷
）
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
二
代
の
「
礼
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
内
容
を
損
益
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
郁
郁
」
と
は
、「
文
」
（
つ
ま
り
文
飾
）
が
盛
ん
な
る
様
（
こ
こ
で
は
、「
但
至
周
而
文
大
備
」、「
孔
子
為
政
、
自
是
従
周
處
多
。
蓋
法
令
自
略
而
日
入
於
詳
、
詳
者
、
以
其
弊
之
多
也
、
既
詳
則
不
可
復
略
。
今
法
令
明
備
、
猶
多
姦
宄
、
豈
可
更
略
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
法
令
が
明
細
に
規
定
さ
れ
て
完
備
し
た
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
尹
氏
は
（
前
出
）
言
っ
た
。「（
夏
・
商
・
周
の
）
三
代
の
「
礼
」
は
、
周
代
に
な
っ
て
大
い
に
備
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
孔
子
は
そ
の
「
文
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
法
令
が
明
細
に
規
定
さ
れ
て
完
備
し
た
こ
と
）
を
高
く
評
価
し
て
周
の
「
礼
」
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。」
　
郁
、
於
六
反
。
○
監
、
視
也
。
二
代
、
夏
商
也
。
言
其
視
二
代
之
禮
而
損
益
之
。
郁
郁
、
文
盛
貌
。
○
尹
氏
曰
、
三
代
之
禮
至
周
大
備
、
夫
子
美
其
文
而
從
之
。
第
十
五
章
子
入
大
廟
、
每
事
問
。
或
曰
、
孰
謂
鄹
人
之
子
知
禮
乎
。
入
大
廟
、
每
事
問
。
子
聞
之
曰
、
是
禮
也
。
（
聖
人
は
、
自
ら
満
足
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
知
っ
て
い
る
事
で
あ
っ
て
も
更
に
尋
ね
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
事
に
当
た
っ
て
は
よ
く
思
慮
し
て
過
ち
や
間
違
い
を
犯
さ
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（2）
な
い
よ
う
に
慎
ま
れ
る
の
で
あ
る
。ま
た
、宗
廟
で
使
用
す
る
礼
の
器
物
に
は
個
々
の
人
家
に
し
か
な
い
も
の
も
あ
っ
て
、
宗
廟
に
入
っ
て
は
じ
め
て
見
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、）
孔
子
は
魯
国
の
周
公
を
祀
っ
て
い
る
宗
廟
に
入
っ
て
、
礼
の
事
（
つ
ま
り
儀
式
や
器
物
な
ど
の
こ
と
）
を
一
つ
一
つ
尋
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
人
が
言
っ
た
。「
鄹
人
」（
つ
ま
り
魯
国
の
鄹
と
い
う
村
の
役
人
）
の
子
供
（
つ
ま
り
孔
子
）
は
礼
の
こ
と
に
詳
し
い
と
人
々
が
言
う
の
だ
が
、
周
公
廟
に
入
っ
て
、
礼
の
事
を
一
つ
一
つ
尋
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。」
孔
子
は
そ
れ
を
聞
い
て
言
わ
れ
た
。「
こ
れ
こ
そ
礼
な
の
だ
。」
集
注
：
　
「
大
」
は
、「
泰
」
と
発
音
す
る
。「
鄹
」
は
、「
側
」「
留
」
の
反
。「
大
廟
」
は
、
魯
国
の
周
公
を
祀
っ
て
い
る
宗
廟
で
あ
る
。
こ
れ
は
思
う
に
、孔
子
が
初
め
て
仕
え
る
時
に
、
（
周
公
廟
に
）
入
っ
て
祭
り
の
手
伝
い
を
し
た
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
鄹
」
は
、
魯
国
の
村
の
名
前
で
あ
る
。
孔
子
の
父
親
の
叔
梁
紇
は
、
以
前
こ
の
村
の
「
大
夫
」（
つ
ま
り
役
人
）
で
あ
っ
た
。
孔
子
は
、
子
供
の
時
か
ら
礼
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
る
人
が
「
周
公
廟
に
入
っ
て
、
礼
の
事
を
一
つ
一
つ
尋
ね
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
孔
子
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
孔
子
の
い
う
「
是
れ
礼
」
と
は
、「
敬
謹
の
至
り
」（
つ
ま
り
極
め
て
謹
む
こ
と
）
が
、す
な
わ
ち
礼
だ
、と
い
う
こ
と
あ
る
。
尹
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
礼
と
は
、
た
だ
「
敬
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
慎
む
こ
と
）
だ
け
で
あ
る
。
知
っ
て
い
て
も
尋
ね
ら
れ
る
の
は
、
極
め
て
謹
む
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
敬
」
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
よ
り
上
の
も
の
は
な
い
。
こ
れ
（
つ
ま
り
孔
子
が
礼
の
事
を
一
つ
一
つ
尋
ね
て
い
た
と
い
う
こ
と
）
を
「
礼
を
知
ら
な
い
」
と
言
う
人
は
、
ど
う
し
て
孔
子
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。」
　
大
、
音
泰
。
鄹
、
側
留
反
。
○
大
廟
、
魯
周
公
廟
。
此
蓋
孔
子
始
仕
之
時
、
入
而
助
祭
也
。
鄹
、
魯
邑
名
。
孔
子
父
叔
梁
紇
、
嘗
為
其
邑
大
夫
。
孔
子
自
少
以
知
禮
聞
、
故
或
人
因
此
而
譏
之
。
孔
子
言
是
禮
者
、
敬
謹
之
至
、
乃
所
以
為
禮
也
。
○
尹
氏
曰
、
禮
者
、
敬
而
已
矣
。
雖
知
亦
問
、
謹
之
至
也
、
其
為
敬
莫
大
於
此
。
謂
之
不
知
禮
者
、
豈
足
以
知
孔
子
哉
。
第
十
六
章
子
曰
、
射
不
主
皮
、
為
力
不
同
科
、
古
之
道
也
。
（
古
代
の
聖
人
は
、「
武
射
」（
つ
ま
り
戦
闘
の
為
の
練
習
と
し
て
の
弓
競
技
）
の
場
合
は
、
標
的
の
真
ん
中
に
嵌
め
て
い
る
革
を
貫
く
こ
と
を
要
求
す
る
の
だ
が
、
「
礼
射
」（「
郷
射
」
な
ど
、
つ
ま
り
射
を
通
し
て
礼
を
習
う
こ
と
）
の
場
合
は
、
革
を
貫
く
こ
と
を
要
求
し
な
い
。
つ
ま
り
、「
礼
射
」の
時
は
、そ
の
参
加
者
が
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
心
が
落
ち
着
い
て
い
て
、
弓
矢
を
持
っ
て
的
を
き
ち
ん
と
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
礼
儀
正
し
い
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
の
だ
。「
礼
射
」
で
は
、
た
だ
「
徳
」
が
現
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「「
礼
射
」
で
は
革
を
貫
く
こ
と
を
重
要
な
こ
と
と
し
な
い
の
は
、
人
の
力
に
は
人
に
よ
っ
て
強
弱
の
差
が
あ
る
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
古
の
聖
人
が
設
け
た
「
礼
射
」
の
や
り
方
で
あ
る
。」
（
朱
子
哲
学
で
は
「
徳
」
と
「
明
徳
」
は
同
一
の
概
念
で
は
な
い
。「
仁
義
礼
智
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（3）
の
徳
」
は
「
理
」
で
あ
り
「
性
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
人
間
に
誰
で
も
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
る
「
明
徳
」
で
あ
る
。「
理
」「
性
」「
徳
」「
明
徳
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本
稿
末
尾
の
付
録
を
参
照
。）
集
注
：
　
「
為
」
は
、去
声
（
つ
ま
り
第
四
声
）
で
あ
る
。「
射
不
主
皮
」（
射
は
皮
を
主
と
せ
ず
）
は
、『
儀
礼
』
の
郷
射
礼
篇
の
文
で
あ
る
。「
為
力
不
同
科
」（
力
の
科
を
同
じ
く
せ
ざ
る
が
為
な
り
）
は
、「
射
は
皮
を
主
と
せ
ず
」
に
対
し
て
の
こ
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
孔
子
の
説
明
で
あ
る
。「
皮
」
は
、
革
の
こ
と
で
あ
り
、
布
で
作
っ
た
標
的
の
真
ん
中
に
革
を
嵌
め
て
的
と
し
、「
鵠
」（
つ
ま
り
標
的
の
中
心
の
白
い
星
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
科
」
は
、
等
級
の
こ
と
で
あ
る
。
古
代
で
は
、「
礼
射
」
を
通
し
て
「
德
を
觀
る
」（
つ
ま
り
「
徳
」
が
現
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
観
察
す
る
こ
と
）
で
あ
っ
て
、
た
だ
的
に
命
中
す
る
こ
と
だ
け
を
要
求
し
、
革
を
貫
く
こ
と
を
要
求
し
な
い
。
思
う
に
、
人
の
力
に
は
人
に
よ
っ
て
強
弱
の
差
が
あ
り
、
等
級
を
同
じ
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
礼
記
』
楽
記
に
「
武
王
は
商
に
克
ち
、
軍
を
散
じ
て
郊
射
し
て
、
貫
革
の
射
は
息
む
。（
つ
ま
り
周
の
武
王
が
商
王
朝
を
滅
ぼ
し
、軍
隊
を
解
散
し
て
「
郊
射
」
を
行
っ
て
、
革
を
貫
く
競
射
は
無
く
な
っ
た
。）」
と
い
う
記
録
が
あ
り
、正
に
こ
の
こ
と
（
つ
ま
り
「
射
は
皮
を
主
と
せ
ず
」
と
い
う
こ
と
）
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
王
朝
が
衰
え
て
、
礼
の
秩
序
が
崩
壊
し
て
、
列
国
は
戦
争
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
革
を
貫
く
競
射
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、孔
子
は
嘆
い
た
の
で
あ
る
。
楊
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。
「
命
中
す
る
こ
と
は
学
べ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
力
は
無
理
に
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
聖
人
（
つ
ま
り
孔
子
）
が
「
古
の
道
」
と
言
っ
た
の
は
、
当
時
の
間
違
い
を
正
す
為
で
あ
る
。」
　
為
、
去
聲
。
○
射
不
主
皮
、
鄉
射
禮
文
。
為
力
不
同
科
、
孔
子
解
禮
之
意
如
此
也
。
皮
、
革
也
、
布
侯
而
棲
革
於
其
中
以
為
的
、
所
謂
鵠
也
。
科
、
等
也
。
古
者
射
以
觀
德
、
但
主
於
中
、
而
不
主
於
貫
革
。
蓋
以
人
之
力
有
強
弱
、
不
同
等
也
。
記
曰
、
武
王
克
商
、
散
軍
郊
射
、
而
貫
革
之
射
息
。
正
謂
此
也
。
周
衰
、
禮
廢
、
列
國
兵
爭
、
復
尚
貫
革
、
故
孔
子
歎
之
。
○
楊
氏
曰
、
中
可
以
學
而
能
、
力
不
可
以
強
而
至
。
聖
人
言
古
之
道
、
所
以
正
今
之
失
。
第
十
七
章
子
貢
欲
去
告
朔
之
餼
羊
。
子
曰
、
賜
也
、
爾
愛
其
羊
、
我
愛
其
禮
。
（
周
代
で
は
、「
告
朔
」
の
礼
、
つ
ま
り
、
天
子
は
毎
年
の
旧
暦
の
年
末
に
「
朔
」
（
つ
ま
り
そ
の
翌
年
の
十
二
ヶ
月
の
毎
月
の
第
一
日
）
を
諸
侯
に
頒
布
し
、
諸
侯
は
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
祖
廟
に
保
存
し
、「
月
朔
」（
つ
ま
り
毎
月
一
日
）
に
諸
侯
が
生
贄
の
羊
を
祖
廟
に
供
え
て
先
祖
に
月
の
始
ま
り
を
報
告
し
、
そ
れ
か
ら
朝
政
を
聴
い
て
政
務
を
行
う
、
と
い
う
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
魯
国
で
は
、
文
公
が
政
事
を
怠
り
、「
告
朔
」
の
礼
を
取
り
合
わ
ず
、
生
贄
の
羊
を
供
え
る
こ
と
だ
け
を
し
て
い
た
か
ら
、文
公
よ
り
以
降
は
「
告
朔
」
の
礼
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
だ
が
、
役
人
が
毎
月
一
日
に
生
贄
の
羊
を
祖
廟
に
供
え
る
こ
と
は
ま
だ
続
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、）
子
貢
は
「
告
朔
」
の
生
贄
の
羊
を
供
え
る
こ
と
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
賜
（
つ
ま
り
子
貢
の
名
前
）
よ
、
君
は
そ
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（4）
の
羊
を
惜
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
私
は
そ
の
「
告
朔
」
の
礼
を
惜
し
む
の
だ
。
（
つ
ま
り
、
生
贄
の
羊
を
供
え
る
こ
と
さ
え
も
や
め
て
し
ま
え
ば
、「
告
朔
」
の
礼
は
も
う
甦
る
き
っ
か
け
が
な
く
な
り
、
と
う
と
う
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
孔
子
は
羊
が
生
贄
と
な
る
こ
と
よ
り
も
「
告
朔
」
の
礼
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
惜
し
ん
だ
の
で
あ
る
。）」
集
注
：
　
「
去
」
は
、「
起
」「
呂
」
の
反
。「
告
」
は
、「
古
」「
篤
」
の
反
。「
餼
」
は
、「
許
」「
気
」
の
反
。「
告
朔
」
の
礼
と
は
、
古
代
で
は
、
天
子
は
毎
年
の
「
季
冬
」（
つ
ま
り
冬
の
末
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
旧
暦
十
二
月
）
に
、
そ
の
翌
年
の
十
二
ヶ
月
の
「
朔
」（
つ
ま
り
毎
月
の
第
一
日
）
を
諸
侯
に
頒
布
し
、
諸
侯
は
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
祖
廟
に
保
存
し
、「
月
朔
」（
つ
ま
り
毎
月
一
日
）
に
「
特
羊
」（「
乃
専
特
之
特
、非
牛
也
」、つ
ま
り
特
用
の
羊
）
を
廟
に
供
え
て
先
祖
に
月
の
始
ま
り
を
報
告
し
、
そ
れ
か
ら
朝
政
を
聴
い
て
そ
の
月
の
政
務
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
餼
」
は
、
生
贄
の
こ
と
で
あ
る
。
魯
国
で
は
、
君
主
の
文
公
よ
り
以
降
は
「
視
朔
」（
つ
ま
り
「
告
朔
」
の
礼
を
行
う
こ
と
）
を
し
な
く
な
っ
た
の
だ
が
、「
有
司
」（
つ
ま
り
役
人
）
が
ま
だ
生
贄
の
羊
を
廟
に
供
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
子
貢
は
生
贄
の
羊
を
供
え
る
こ
と
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
愛
」
は
、「
惜
し
む
」
の
意
で
あ
る
。
子
貢
は
、
思
う
に
、
そ
の
「
実
」（
つ
ま
り
礼
の
実
体
）
が
な
く
て
費
用
が
無
駄
に
な
る
こ
と
を
惜
し
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
礼
が
廃
れ
て
も
、
羊
を
供
え
る
こ
と
は
ま
だ
続
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
告
朔
」
の
礼
の
こ
と
を
ま
だ
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
も
し
羊
を
供
え
る
こ
と
も
や
め
て
し
ま
え
ば
、（
復
活
の
き
っ
か
け
が
な
く
な
り
、）「
告
朔
」
の
礼
は
と
う
と
う
失
わ
れ
る
の
だ
。（
こ
れ
が
、）
孔
子
が
惜
し
む
理
由
で
あ
る
。
楊
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「「
告
朔
」
は
、
諸
侯
が
天
子
と
先
祖
か
ら
命
令
を
受
け
る
と
い
う
意
味
で
、
礼
の
中
で
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
魯
国
で
は
、「
告
朔
」
の
礼
を
行
う
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
羊
を
供
え
る
こ
と
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
告
朔
」
と
い
う
名
称
は
ま
だ
亡
く
な
っ
て
い
な
く
て
、
そ
の
礼
の
実
体
は
こ
れ
に
よ
っ
て
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
孔
子
が
惜
し
ん
だ
理
由
で
あ
る
。」
　
去
、
起
呂
反
。
告
、
古
篤
反
。
餼
、
許
氣
反
。
○
告
朔
之
禮
、
古
者
天
子
常
以
季
冬
、
頒
來
歲
十
二
月
之
朔
于
諸
侯
、
諸
侯
受
而
藏
之
祖
廟
、
月
朔
則
以
特
羊
告
廟
、
請
而
行
之
。
餼
、
生
牲
也
。
魯
自
文
公
始
不
視
朔
、
而
有
司
猶
供
此
羊
、
故
子
貢
欲
去
之
。
　
愛
、
猶
惜
也
。
子
貢
蓋
惜
其
無
實
而
妄
費
。
然
禮
雖
廢
、
羊
存
、
猶
得
以
識
之
而
可
復
焉
。
若
併
去
其
羊
、
則
此
禮
遂
亡
矣
、
孔
子
所
以
惜
之
。
○
楊
氏
曰
、
告
朔
、
諸
侯
所
以
稟
命
於
君
親
、
禮
之
大
者
。
魯
不
視
朔
矣
、
然
羊
存
則
告
朔
之
名
未
泯
、
而
其
實
因
可
舉
。
此
夫
子
所
以
惜
之
也
。
第
十
八
章
子
曰
、
事
君
盡
禮
、
人
以
為
諂
也
。
（
孔
子
は
君
主
に
仕
え
る
の
に
た
だ
礼
を
尽
く
す
（
つ
ま
り
理
に
従
っ
て
言
動
す
る
）
だ
け
で
あ
っ
た
。『
論
語
』
子
罕
篇
に
「
下
に
拝
す
る
は
礼
な
り
。
今
上
に
拝
す
る
は
泰
な
り
。
衆
に
違
う
と
雖
も
、
吾
れ
は
下
に
従
わ
ん
」（
臣
下
が
君
主
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（5）
に
謁
見
す
る
時
、
堂
の
下
で
お
辞
儀
を
す
る
の
が
礼
で
あ
る
が
、
い
ま
、
臣
下
が
堂
の
上
で
お
辞
儀
を
し
て
い
る
の
は
傲
慢
で
あ
る
。
群
臣
と
違
っ
て
も
、
私
は
堂
の
下
で
お
辞
儀
を
し
て
い
る
）
と
あ
り
、
必
ず
堂
の
下
で
お
辞
儀
を
す
る
、
こ
れ
は
孔
子
が
礼
を
尽
く
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「（
私
は
）
君
主
に
仕
え
る
の
に
礼
を
尽
く
し
た（
つ
ま
り
従
来
の
礼
を
そ
の
儀
式
通
り
に
行
っ
た
）
だ
け
だ
が
、
人
々
は
こ
れ
を
諂
い
と
す
る
の
だ
。」
集
注
：
　
黄
氏
（「
集
注
中
曾
氏
是
文
清
公
、
黃
氏
是
黃
祖
舜
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
黄
祖
舜
、
字
は
継
道
、
南
宋
期
の
宰
相
）
は
言
っ
た
。「
孔
子
は
、
君
主
に
仕
え
る
礼
に
お
い
て
、
特
に
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、従
来
の
礼
を
そ
の
儀
式
通
り
に
行
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
は
従
来
の
礼
を
尽
く
す
（
つ
ま
り
そ
の
従
来
の
儀
式
通
り
に
行
う
）
こ
と
を
し
よ
う
と
も
し
な
い
の
に
、
反
っ
て
こ
れ
を
諂
い
だ
と
す
る
。
そ
こ
で
、
孔
子
は
そ
れ
を
言
っ
て
、
礼
の
当
然
（
つ
ま
り
従
来
の
礼
を
そ
の
儀
式
通
り
に
行
う
べ
き
と
い
う
当
然
の
こ
と
）
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。」
程
子
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
聖
人
（
つ
ま
り
孔
子
）
が
君
主
に
仕
え
る
の
に
礼
を
尽
く
す
こ
と
を
、
当
時
で
は
諂
い
と
す
る
。
も
し
他
の
人
の
言
っ
た
も
の
な
ら
ば
、
必
ず
、「
私
は
君
主
に
仕
え
る
の
に
礼
を
尽
く
し
て
い
る
の
に
、
小
人
は
こ
れ
を
諂
い
と
す
る
」
と
言
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
孔
子
の
言
葉
は
こ
の
よ
う
に
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
聖
人
は
「
道
大
徳
宏
」（「
問
、
韓
子
称
孔
子
之
道
大
而
能
博
。
大
是
就
渾
淪
、
博
是
就
該
貫
處
否
。
曰
、
韓
子
亦
未
必
有
此
意
。
但
如
此
看
、
亦
自
好
」、「
程
説
似
渾
淪
一
箇
屋
子
、
某
説
如
屋
下
分
間
賀
爾
」、
「
聖
人
道
大
徳
全
」
な
ど
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
知
っ
て
い
る
道
理
は
全
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
言
動
に
現
れ
て
い
る
徳
も
完
全
な
も
の
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
、
こ
こ
で
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」
　
黃
氏
曰
、
孔
子
於
事
君
之
禮
、
非
有
所
加
也
、
如
是
而
後
盡
爾
。
時
人
不
能
、
反
以
為
諂
。
故
孔
子
言
之
、
以
明
禮
之
當
然
也
。
○
程
子
曰
、
聖
人
事
君
盡
禮
、
當
時
以
為
諂
。
若
他
人
言
之
、
必
曰
我
事
君
盡
禮
、
小
人
以
為
諂
、
而
孔
子
之
言
止
於
如
此
。
聖
人
道
大
德
宏
、
此
亦
可
見
。
第
十
九
章
定
公
問
、
君
使
臣
、
臣
事
君
、
如
之
何
。
孔
子
對
曰
、
君
使
臣
以
禮
、
臣
事
君
以
忠
。
魯
国
の
君
主
の
定
公
が
お
尋
ね
に
な
っ
た
。「
君
主
が
臣
下
を
使
い
、
臣
下
が
君
主
に
仕
え
る
の
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。」孔
子
は
答
え
ら
れ
た
。「
君
主
が
臣
下
を
使
う
に
は
礼
儀
正
し
く
接
す
る
の
で
す
し
、
臣
下
が
君
主
に
仕
え
る
に
は
心
を
尽
く
す
の
で
す
。（
つ
ま
り
、
君
主
た
る
者
は
臣
下
を
使
う
に
礼
儀
正
し
く
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
臣
下
た
る
者
は
君
主
に
仕
え
る
に
「
忠
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
臣
下
が
自
分
の
心
を
尽
く
す
こ
と
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
君
主
た
る
者
と
臣
下
た
る
者
の
遵
守
す
べ
き
道
理
で
あ
り
、
君
臣
上
下
両
方
と
も
に
こ
の
道
理
を
遵
守
す
れ
ば
、
天
下
が
治
ま
ら
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）」
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（6）
集
注
：
　
「
定
公
」
は
、
魯
国
の
君
主
で
、
名
は
宋
。「
二
者
」（
つ
ま
り
、「
君
使
臣
以
礼
」（
君
、
臣
を
使
う
に
礼
を
以
て
す
）
と
「
臣
事
君
以
忠
」（
臣
、
君
を
事
う
る
に
忠
を
以
て
す
）
の
二
つ
の
こ
と
）
は
い
ず
れ
も
理
の
当
然
で
あ
り
、
君
主
も
臣
下
も
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
そ
の
理
を
尽
く
す
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
呂
氏
（
呂
大
臨
、
字
は
與
叔
、
程
子
の
弟
子
）
は
言
っ
た
。「
君
は
臣
を
使
う
に
は
臣
の
不
忠
（
つ
ま
り
心
を
尽
く
し
て
い
な
い
こ
と
）
を
心
配
し
な
い
で
、
臣
に
対
し
て
礼
儀
正
し
く
接
す
る
の
が
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
。
臣
は
君
に
仕
え
る
に
は
君
の
無
礼
を
心
配
し
な
い
で
、
君
に
対
し
て
心
を
尽
く
す
の
が
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
。」
尹
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
君
と
臣
は
「
義
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
理
を
尽
く
す
こ
と
）
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
君
主
が
臣
下
を
使
う
に
は
礼
儀
正
し
く
接
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
臣
下
が
君
主
に
仕
え
る
に
は
心
を
尽
く
す
の
で
あ
る
。（
つ
ま
り
、「
臣
が
君
に
仕
え
る
に
は
心
を
尽
く
す
の
が
当
た
り
前
で
、
君
が
臣
に
対
し
て
粗
末
に
扱
っ
て
も
よ
い
」
と
考
え
て
い
る
君
主
へ
の
戒
め
で
あ
る
。）」
　
定
公
、
魯
君
、
名
宋
。
二
者
皆
理
之
當
然
、
各
欲
自
盡
而
已
。
○
呂
氏
曰
、
使
臣
不
患
其
不
忠
、
患
禮
之
不
至
。
事
君
不
患
其
無
禮
、
患
忠
之
不
足
。
尹
氏
曰
、
君
臣
以
義
合
者
也
。
故
君
使
臣
以
禮
、
則
臣
事
君
以
忠
。
第
二
十
章
子
曰
、
關
雎
、
樂
而
不
淫
、
哀
而
不
傷
。
（「
心
統
性
情
」、
つ
ま
り
「
心
」
は
「
性
」
と
「
情
」
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
性
」（「
理
」、
つ
ま
り
仁
義
礼
智
の
徳
）
は
動
か
な
い
も
の
で
、
内
面
に
隠
れ
て
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、「
情
」
は
動
く
も
の
で
、
言
動
に
現
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、「
性
」
と
「
情
」
の
間
に
「
私
意
」
の
介
入
が
な
け
れ
ば
、「
理
」
つ
ま
り
「
仁
義
礼
智
の
徳
」
が
そ
の
ま
ま
そ
の
言
動
に
現
れ
る
か
ら
、
そ
の
時
の
「
情
」
は
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
即
ち
「
心
」
が
正
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詩
人
に
正
し
い
「
性
情
」（
つ
ま
り
「
心
」）
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
「
関
雎
」
の
よ
う
な
歌
詞
と
音
楽
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
関
雎
」
は
、恐
ら
く
宮
中
の
人
が
創
作
し
た
詩
で
あ
ろ
う
。
宮
中
の
人
が
、淑
女
（
つ
ま
り
大
娰
氏
）
が
君
子
（
つ
ま
り
文
王
）
と
結
ば
れ
る
こ
と
を
願
い
求
め
て
、
そ
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
て
い
な
い
時
は
哀
し
む
の
で
あ
り
、
叶
え
ら
れ
た
時
は
喜
ぶ
の
で
あ
る
。
憂
え
る
こ
と
は
哀
し
く
て
眠
れ
ず
寝
返
り
ば
か
り
打
つ
程
度
の
も
の
で
、
憂
え
悲
し
ん
で
む
せ
び
泣
く
こ
と
は
し
な
い
し
、
喜
ぶ
こ
と
は
鐘
を
打
っ
て
鼓
を
叩
き
、
琴
と
瑟
を
合
奏
す
る
ほ
ど
盛
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
楽
し
み
に
溺
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
の
哀
し
み
も
楽
し
み
も
「
性
」
に
適
う
も
の
で
あ
る
。「
関
雎
」
は
音
楽
の
全
曲
の
中
の
最
終
章
に
当
た
る
も
の
で
、
そ
の
前
の
部
分
は
い
ま
も
う
知
る
由
が
な
い
か
ら
、
そ
の
音
楽
に
よ
っ
て
創
作
者
の
「
性
情
」
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
が
、
そ
の
歌
詞
を
玩
味
す
れ
ば
創
作
者
の
「
性
情
」
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
関
雎
」
と
い
う
詩
は
、
楽
し
み
も
「
性
」
に
適
う
こ
と
を
失
わ
ず
、
哀
し
み
も
「
性
」
に
適
う
こ
と
を
損
な
わ
な
い
。」
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（7）
集
注
：
　
「
樂
」
は
、「
洛
」
と
発
音
す
る
。「
關
雎
」
は
、『
詩
経
』
周
南
・
国
風
の
詩
の
最
初
の
一
首
で
あ
る
。「
淫
」
と
は
、
楽
し
み
過
ぎ
て
そ
の
「
正
」（「
無
所
偏
倚
、
故
謂
之
中
。
中
、
性
也
」「
心
不
可
有
一
毫
偏
倚
。
才
有
一
毫
偏
倚
、
便
是
私
意
、
便
浸
淫
不
已
」「
發
皆
中
節
、
情
之
正
也
」、
つ
ま
り
「
性
」
に
適
う
こ
と
）
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
傷
」
と
は
、
哀
し
み
過
ぎ
て
「
和
」（「
發
而
中
節
無
所
乖
戾
、
乃
和
也
」、
つ
ま
り
「
性
」
に
適
う
こ
と
）
を
損
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
関
雎
」
と
い
う
詩
は
、「
后
妃
」（
つ
ま
り
婚
前
の
文
王
の
妃
の
大
娰
氏
）
の
「
徳
」（「
幽
間
貞
静
之
徳
」、
つ
ま
り
も
の
静
か
で
奥
ゆ
か
し
く
淑
や
か
な
気
品
が
あ
る
こ
と
）
は
、
当
然
「
君
子
」（
つ
ま
り
文
王
）
と
結
ば
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
願
い
が
ま
だ
叶
え
ら
れ
て
い
な
い
時
は
、
寝
て
も
覚
め
て
も
思
い
求
め
寝
る
時
に
も
眠
れ
ず
寝
返
り
ば
か
り
打
つ
ほ
ど
憂
え
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
た
時
は
、
当
然
そ
の
琴
と
瑟
を
合
奏
し
鐘
と
太
鼓
を
演
奏
す
る
音
楽
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
思
う
に
、
そ
の
憂
え
が
深
い
も
の
で
は
あ
る
が
、「
和
」
を
損
な
わ
ず
、
そ
の
音
楽
は
盛
大
な
も
の
で
は
あ
る
が
、「
正
」
を
失
わ
な
い
。
だ
か
ら
、
孔
子
は
こ
の
よ
う
に
称
賛
し
た
の
で
あ
る
。
学
ぶ
者
に
、
そ
の
詩
の
言
葉
を
熟
読
玩
味
し
、
そ
の
「
音
」（
つ
ま
り
こ
の
詩
が
演
奏
さ
れ
た
時
の
音
楽
だ
が
、「
只
玩
其
辞
、
便
見
得
。
若
審
其
音
、
也
難
。
関
雎
是
楽
之
卒
章
、
故
曰
関
雎
之
乱
。
乱
者
、
楽
之
卒
章
也
。
故
楚
辞
有
乱
曰
、
是
也
。
前
面
須
更
有
、
但
今
不
可
考
耳
」
と
あ
り
、「
関
雎
」
は
全
曲
の
中
の
最
終
楽
章
に
当
た
る
も
の
で
、
そ
の
前
の
部
分
は
い
ま
も
う
知
る
由
が
な
い
）
を
審
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
詩
の
作
者
の
「
性
情
」（
つ
ま
り
「
心
」）
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
　
樂
、
音
洛
。
○
關
雎
、
周
南
國
風
詩
之
首
篇
也
。
淫
者
、
樂
之
過
而
失
其
正
者
也
。
傷
者
、
哀
之
過
而
害
於
和
者
也
。
關
雎
之
詩
、
言
后
妃
之
德
、
宜
配
君
子
。
求
之
未
得
、
則
不
能
無
寤
寐
反
側
之
憂
。
求
而
得
之
、
則
宜
其
有
琴
瑟
鐘
鼓
之
樂
。
蓋
其
憂
雖
深
而
不
害
於
和
、
其
樂
雖
盛
而
不
失
其
正
、
故
夫
子
稱
之
如
此
。
欲
學
者
玩
其
辭
、
審
其
音
、
而
有
以
識
其
性
情
之
正
也
。
第
二
十
一
章
哀
公
問
社
於
宰
我
。
宰
我
對
曰
、
夏
后
氏
以
松
、
殷
人
以
柏
、
周
人
以
栗
、
曰
使
民
戰
栗
。
子
聞
之
曰
、
成
事
不
說
、
遂
事
不
諫
、
既
往
不
咎
。
（
古
代
で
は
、
土
地
の
神
を
祀
る
に
「
社
」
を
立
て
る
の
だ
が
、「
社
」
を
立
て
る
に
壇
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
そ
の
壇
の
上
に
そ
の
場
所
の
土
壌
に
適
し
た
樹
木
を
「
神
樹
」（
つ
ま
り
神
が
身
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
の
木
）
と
し
て
植
え
て
土
地
の
神
を
祀
る
の
で
あ
る
。
そ
の
植
え
た
木
の
名
前
を
「
社
」
に
名
付
け
る
こ
と
は
す
る
の
だ
が
、
そ
の
植
え
た
木
の
名
前
か
ら
意
味
を
取
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。）
魯
国
の
君
主
の
哀
公
が
「
社
」
の
こ
と
に
つ
い
て
宰
我
に
お
尋
ね
に
な
っ
た
の
で
、
宰
我
は
答
え
た
。「
夏
で
は
松
を
植
え
ま
し
た
。
商
（
つ
ま
り
殷
）
で
は
柏
を
植
え
ま
し
た
。
周
で
は
栗
を
植
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
民
を
戦
慄
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
孔
子
は
そ
れ
を
聞
い
て
言
わ
れ
た
。「
で
き
て
し
ま
っ
た
事
は
あ
れ
こ
れ
言
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
で
き
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
が
そ
の
勢
い
を
止
め
よ
う
の
な
い
事
は
諫
め
て
も
無
駄
だ
。
過
ぎ
去
っ
た
事
は
咎
め
て
も
意
味
が
な
い
。」
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（8）
（「
言
出
宰
我
之
口
、
入
哀
公
之
耳
矣
、
豈
可
更
諫
而
追
之
哉
」、
つ
ま
り
、
宰
我
の
答
え
は
「
社
」
を
立
て
る
こ
と
の
そ
の
本
来
の
意
味
で
は
な
い
で
た
ら
め
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
発
言
は
も
う
既
に
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
の
だ
。
孔
子
は
、
宰
我
の
答
え
を
聞
い
た
哀
公
が
「
社
」
で
人
を
処
刑
し
た
の
か
ど
う
か
を
聞
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
で
た
ら
め
を
言
っ
た
こ
と
を
責
め
て
、
今
後
発
言
を
慎
む
よ
う
に
と
戒
め
た
の
で
あ
る
。）
集
注
：
　
「
宰
我
」
は
、
孔
子
の
弟
子
で
、
名
は
予
。
三
代
（
つ
ま
り
夏
、
殷
、
周
の
三
代
）
の
「
社
」
が
同
じ
で
な
い
と
こ
ろ
は
、
古
代
の
人
が
「
社
」
を
立
て
る
（「
社
只
是
壇
、
若
有
造
主
、
何
所
蔵
之
。
古
者
惟
喪
国
之
社
屋
之
」、
つ
ま
り
壇
を
作
る
こ
と
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
場
所
の
土
壌
に
適
し
た
樹
木
を
植
え
て
そ
れ
を
「
主
」（「
看
古
人
意
思
、
只
以
樹
為
社
主
、
使
神
依
焉
。
如
今
人
説
神
樹
之
類
」、
つ
ま
り
神
が
身
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
）
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
戦
栗
」
は
、
恐
れ
る
様
子
で
あ
る
。
宰
我
は
更
に
、
周
代
で
は
栗
を
使
っ
た
理
由
は
こ
の
よ
う
な
意
味
の
も
の
だ
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
古
代
で
は
人
を
「
社
」
で
処
刑
し
て
い
た
こ
と
で
、
こ
れ
を
「
民
を
戦
慄
さ
せ
る
」
こ
と
と
し
て
そ
の
説
に
付
会
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
「
遂
事
」
と
は
、
で
き
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、
勢
い
は
止
め
よ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
は
、
宰
我
の
答
え
は
「
社
」
を
立
て
る
こ
と
の
そ
の
本
来
の
意
味
を
説
い
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
上
当
時
の
君
主
の
殺
戮
の
心
を
誘
発
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
言
葉
は
既
に
口
か
ら
出
た
も
の
で
、
も
う
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
、
三
つ
の
言
葉
を
並
べ
て
言
う
こ
と
で
宰
我
を
深
く
責
め
て
、
今
後
発
言
を
慎
ん
で
ほ
し
い
と
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
尹
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
古
代
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
場
所
の
土
壌
に
適
し
た
木
を
植
え
て
そ
の
木
の
名
前
を
そ
の
「
社
」
に
名
付
け
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
植
え
た
木
の
名
前
か
ら
意
味
を
取
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。
宰
我
は
知
ら
な
い
の
に
で
た
ら
め
に
答
え
た
。
だ
か
ら
、
孔
子
が
彼
を
責
め
た
の
で
あ
る
。」
　
宰
我
、
孔
子
弟
子
、
名
予
。
三
代
之
社
不
同
者
、
古
者
立
社
、
各
樹
其
土
之
所
宜
木
以
為
主
也
。
戰
栗
、恐
懼
貌
。
宰
我
又
言
周
所
以
用
栗
之
意
如
此
。
豈
以
古
者
戮
人
於
社
、
故
附
會
其
說
與
。
　
遂
事
、
謂
事
雖
未
成
、
而
勢
不
能
已
者
。
孔
子
以
宰
我
所
對
、
非
立
社
之
本
意
、
又
啟
時
君
殺
伐
之
心
、
而
其
言
已
出
、
不
可
復
救
、
故
歷
言
此
以
深
責
之
、
欲
使
謹
其
後
也
。
○
尹
氏
曰
、
古
者
各
以
所
宜
木
名
其
社
、
非
取
義
於
木
也
。
宰
我
不
知
而
妄
對
、
故
夫
子
責
之
。
第
二
十
二
章
子
曰
、
管
仲
之
器
小
哉
。
或
曰
、
管
仲
儉
乎
。
曰
、
管
氏
有
三
歸
、
官
事
不
攝
、
焉
得
儉
。
然
則
管
仲
知
禮
乎
。
曰
、
邦
君
樹
塞
門
、
管
氏
亦
樹
塞
門
。
邦
君
為
兩
君
之
好
、
有
反
坫
、
管
氏
亦
有
反
坫
。
管
氏
而
知
禮
、
孰
不
知
禮
。
（「
器
」
と
は
、
こ
こ
で
は
、「
資
質
」、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
に
備
わ
る
資
質
（
知
性
、
性
格
、
才
能
、
度
量
な
ど
を
含
む
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
大
器
」
と
は
、
仁
に
止
ま
り
、
礼
を
守
り
、
義
を
行
う
こ
と
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
仁
義
礼
智
の
徳
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（9）
の
実
行
を
行
う
、
こ
う
い
う
「
資
質
」
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
管
仲
の
「
資
質
」
は
極
め
て
高
く
（「
有
資
質
甚
高
者
、
一
了
一
切
了
」、
つ
ま
り
一
が
分
か
れ
ば
十
ま
で
が
分
か
る
ほ
ど
の
知
性
を
持
つ
こ
と
）、
斉
国
の
君
主
の
桓
公
が
軍
事
力
を
頼
ら
ず
に
諸
侯
国
の
盟
主
と
な
り
、
周
の
天
子
を
尊
い
、
夷
狄
を
撃
退
し
た
こ
と
な
ど
は
、
宰
相
と
し
て
桓
公
を
補
佐
し
て
い
た
管
仲
の
功
績
で
あ
り
、
管
仲
は
「
仁
人
」（
つ
ま
り
仁
の
徳
の
実
行
を
行
っ
た
人
）
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
功
績
の
お
陰
で
人
々
が
利
益
や
恩
沢
を
受
け
た
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
仁
の
効
果
が
あ
っ
た
と
孔
子
は
評
価
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
の
功
績
は「
功
利
」
を
追
い
求
め
る
（
つ
ま
り
、
仁
義
を
わ
き
ま
え
ず
、
功
名
と
利
益
を
専
ら
に
追
求
す
る
）
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
管
仲
は
こ
れ
よ
り
な
い
大
き
な
功
績
を
立
て
た
と
自
己
満
足
し
、
生
活
が
豪
奢
で
し
か
も
礼
を
僭
越
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
管
仲
の
器
は
小
さ
い
の
だ
。」
あ
る
人
は
お
尋
ね
し
た
。「
管
仲
は
倹
約
で
す
か
。」
孔
子
は
答
え
ら
れ
た
。「
管
仲
は
「
三
帰
」
と
い
う
名
の
台
を
所
有
し
て
い
た
し
、
官
吏
の
仕
事
を
兼
任
し
て
い
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
倹
約
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。」（
ま
た
お
尋
ね
し
た
。）「
そ
れ
で
は
管
仲
は
礼
を
知
っ
て
い
た
の
で
す
か
。」
孔
子
は
答
え
ら
れ
た
。「
国
君
は
玄
関
の
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
「
蕭
牆
」（
つ
ま
り
屋
敷
の
外
と
内
を
隔
て
て
外
部
か
ら
の
視
線
を
遮
る
為
の
壁
）
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
管
仲
も
「
蕭
牆
」
を
設
け
た
。
国
君
は
他
国
の
君
主
と
よ
し
み
を
結
ぶ
会
合
で
は
「
反
坫
」（
つ
ま
り
、
大
広
間
で
宴
会
を
開
き
、
主
人
と
客
が
互
い
に
お
酒
を
す
す
め
て
飲
み
終
わ
る
と
、
そ
の
盃
を
大
広
間
の
二
本
の
柱
の
間
に
設
け
ら
れ
て
い
る
台
に
戻
す
こ
と
）
と
い
う
礼
の
儀
式
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
管
仲
も
「
反
坫
」
の
礼
を
行
っ
て
い
た
。
管
仲
が
礼
を
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
礼
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」
集
注
：
　
「
管
仲
」
は
、
斉
国
の
大
夫
で
、
名
は
夷
吾
で
あ
り
、
宰
相
と
し
て
桓
公
を
輔
け
て
諸
侯
の
長
に
な
ら
せ
た
の
で
あ
る
。「
器
小
」
と
は
、管
仲
は
聖
人
や
賢
人
の
「
大
学
の
道
」
（
つ
ま
り
『
大
学
』
に
い
う
「
格
物
」「
致
知
」「
誠
意
」「
正
心
」「
修
身
」「
治
国
」「
平
天
下
」
と
い
う
八
条
目
な
ど
の
道
理
）
を
知
ら
ず
、
そ
れ
故
に
、
功
利
に
満
足
し
て
、
行
い
は
豪
奢
で
非
礼
で
あ
り
（「
度
量
褊
淺
、
是
他
容
受
不
去
了
。
…
。
規
模
、
是
就
他
施
設
處
說
」、「
蓋
奢
而
犯
礼
、
便
是
它
裏
面
著
不
得
、
見
此
些
小
功
業
、
便
以
為
驚
天
動
地
、
所
以
肆
然
犯
礼
無
所
忌
也
。
緣
他
只
在
功
利
上
走
、
所
以
施
設
不
過
如
此
」、「
度
量
是
言
其
資
質
、
規
模
是
言
其
所
為
」
な
ど
と
あ
る
）、
身
を
正
し
く
し
徳
を
修
め
る
こ
と
（
つ
ま
り
、
仁
義
礼
智
の
徳
の
実
行
を
行
う
こ
と
、
理
に
従
っ
て
事
を
行
う
こ
と
）
を
も
っ
て
君
主
に
「
王
道
」（「
有
天
徳
、
則
便
是
天
理
、
便
做
得
王
道
。
無
天
徳
、
則
做
王
道
不
成
」「
無
天
徳
、
則
是
私
意
、
是
計
較
。
後
人
多
無
天
徳
、
所
以
做
王
道
不
成
」、
つ
ま
り
、「
私
意
」
に
従
っ
て
で
は
な
く
「
理
」
に
基
づ
い
て
世
を
治
め
る
こ
と
）
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
焉
」
は
、「
於
」「
虔
」
の
反
。
質
問
者
（
つ
ま
り
「
管
仲
倹
乎
」
と
質
問
し
た
人
）
は
、
「
器
小
」
と
は
倹
約
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
た
。「
三
帰
」
は
、
台
の
名
前
で
あ
る
（「
今
夫
子
但
以
為
不
倹
、
則
亦
但
為
極
台
観
之
侈
、
而
未
至
於
僭
也
」、
つ
ま
り
、
極
め
て
豪
華
な
楼
閣
の
こ
と
）。（
こ
の
）
こ
と
は
『
説
苑
』
に
見
え
る
（『
説
苑
』
善
説
「
管
仲
故
築
三
帰
之
台
、
以
自
傷
於
民
。」）。「
摂
」
は
、
兼
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
家
臣
は
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
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科
紀
要
第
四
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九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（10）
「
具
官
」（「
古
者
諸
侯
出
疆
、
必
具
官
以
從
。
請
具
左
右
司
馬
。」（『
史
記
』
孔
子
世
家
）、
「
大
夫
具
官
、
祭
器
不
假
、
聲
樂
皆
具
、
非
礼
也
。」（『
礼
記
』
礼
運
）、
つ
ま
り
、
官
吏
を
配
置
す
る
こ
と
）
が
で
き
な
い
か
ら
、
一
人
で
幾
つ
か
の
仕
事
を
兼
務
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
管
仲
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
人
々
は
皆
、
管
仲
は
贅
沢
だ
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
「
好
」
は
、
去
声
（
つ
ま
り
第
四
声
）
で
あ
る
。「
坫
」
は
、「
丁
」「
念
」
の
反
。
質
問
者
は
ま
た
、
倹
約
で
な
い
こ
と
は
礼
を
知
る
こ
と
（
つ
ま
り
行
い
は
礼
に
適
っ
て
い
た
こ
と
）
で
は
な
か
ろ
か
と
思
っ
た
。「
屏
」
は
立
て
る
こ
と
で
あ
る
（「
君
立
於
門
屏
之
間
。
屏
者
、
乃
門
間
蕭
牆
也
。
今
殿
門
亦
設
之
。
三
公
九
卿
以
下
、
設
位
於
廷
中
」、
つ
ま
り
塀
を
立
て
る
こ
と
）。「
塞
」
は
、「
蔽
う
」
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
塀
を
玄
関
に
築
い
て
、
屋
敷
の
中
を
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
蔽
う
の
で
あ
る
。「
好
」
と
は
、「
好
会
」（
つ
ま
り
、
親
善
友
好
を
促
進
す
る
会
合
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
坫
」
は
、
二
本
の
柱
の
間
に
あ
り
、
主
人
と
客
が
互
い
に
お
酒
を
進
め
て
、
返
杯
し
て
飲
み
終
わ
る
と
、
そ
の
上
（
つ
ま
り
「
坫
」
の
上
）
に
盃
を
戻
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
皆
、
諸
侯
の
礼
で
あ
る
が
、
管
仲
が
僭
越
し
て
そ
の
儀
式
を
行
っ
て
い
た
か
ら
、
非
礼
で
あ
る
。
私
が
思
う
に
は
、
孔
子
が
「
管
仲
の
器
が
小
さ
い
」
と
非
難
し
た
こ
と
、
そ
の
意
味
は
深
い
。
質
問
者
は
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
か
ら
、
管
仲
は
倹
約
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
、（
孔
子
は
）
そ
の
贅
沢
を
非
難
し
て
そ
の
倹
約
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
質
問
者
は
ま
た
、管
仲
は
礼
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、（
孔
子
は
）
ま
た
、
そ
の
僭
越
を
非
難
し
て
そ
の
非
礼
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
な
ぜ
「
小
器
」
と
言
う
の
か
、
そ
の
理
由
を
繰
り
返
し
明
言
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
器
の
小
さ
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
も
ま
た
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
程
子
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「（
管
仲
は
）
贅
沢
且
つ
僭
越
、
そ
の
器
の
小
さ
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
思
う
に
、
器
が
大
き
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
礼
を
知
っ
て
い
て
そ
の
過
失
を
犯
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。」
こ
の
言
葉
は
深
く
吟
味
す
る
べ
き
で
あ
る
。
蘇
氏
（
蘇
軾
、
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
、
字
は
子
瞻
、
号
は
東
坡
居
士
）
は
言
っ
た
。「
修
身
・
正
家
（
つ
ま
り
「
修
身
」「
斉
家
」）
よ
り
国
（
つ
ま
り
「
治
国
」）
ま
で
に
及
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
本
が
深
く
、
そ
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
遠
く
、
こ
れ
こ
そ
「
大
器
」
と
言
う
の
だ
。
揚
雄
（
前
漢
の
学
者
、
字
は
子
雲
）
が
「
大
器
は
猶
ほ
規
矩
・
準
縄
の
ご
と
く
、
先
ず
自
ら
治
め
て
後
に
人
を
治
む
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
管
仲
は
「
三
帰
」
と
「
反
坫
」、つ
ま
り
贅
沢
且
つ
僭
越
で
あ
り
、桓
公
に
は
「
内
嬖
」（
つ
ま
り
寵
愛
）
が
六
人
も
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
管
仲
の
補
佐
を
得
た
桓
公
は
）
諸
侯
を
長
と
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
根
本
は
も
と
も
と
既
に
浅
い
。
管
仲
が
死
に
、
桓
公
が
亡
く
な
っ
た
後
、天
下
の
諸
侯
が
斉
国
を
「
宗
」（
つ
ま
り
盟
主
）
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。」
楊
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
孔
子
は
管
仲
の
功
績
を
大
き
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、そ
の
器
は
小
さ
い
と
見
な
さ
れ
た
。
思
う
に
、（
管
仲
は
）「
王
佐
の
才
」（『
後
漢
書
』
列
伝
第
五
十
四
「
延
叔
堅
有
王
佐
之
才
、
奈
何
屈
千
里
之
足
乎
」、
つ
ま
り
帝
王
の
仕
事
を
補
佐
す
る
こ
と
の
で
き
る
才
能
を
持
つ
者
）
で
は
な
い
。
諸
侯
を
連
合
し
て
、
天
下
を
正
し
く
す
る
（『
論
語
』
憲
問
「
管
仲
相
桓
公
、
覇
諸
侯
、
一
匤
天
下
」）
こ
と
は
で
き
た
の
だ
が
、そ
の
器
は
称
賛
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
道
学
」（
つ
ま
り
、尭
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
王
・
武
王
と
い
っ
た
先
王
の
道
を
継
承
す
る
儒
学
）
が
ま
だ
明
確
に
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
王
道
と
覇
道
は
そ
の
境
が
は
っ
き
り
せ
ず
混
同
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、「
管
仲
の
器
が
小
さ
い
」
と
聞
く
と
、
そ
れ
は
倹
約
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
、「
倹
約
で
は
な
い
」
と
告
げ
る
と
、
ま
た
そ
れ
は
礼
を
知
っ
て
い
る
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
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こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
だ
。
思
う
に
、
世
間
の
人
々
は
「
詭
遇
」（「
詭
遇
、
是
做
人
不
當
做
底
」、
つ
ま
り
、
不
正
し
て
得
た
手
柄
）
を
功
績
と
し
て
、「
為
之
範
」（
つ
ま
り
、
天
下
第
一
の
御
者
と
言
わ
れ
る
王
良
が
則
る
べ
き
法
に
適
っ
て
正
し
く
馬
車
を
御
す
る
時
に
は
、
そ
の
馬
車
に
乗
っ
て
い
た
射
が
下
手
な
嬖
奚
は
一
日
狩
り
を
し
て
も
一
羽
の
鳥
も
取
れ
な
か
っ
た
が
、
王
良
が
法
を
無
視
し
て
嬖
奚
が
鳥
と
遇
い
や
す
い
よ
う
に
馬
車
を
御
す
る
時
に
は
、
嬖
奚
が
朝
の
内
に
十
羽
も
取
れ
た
、
と
い
う
話
。
出
典
は
『
孟
子
』）
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
「
小
」（
つ
ま
り
、
管
仲
の
器
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
）
が
分
か
ら
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。」
　
（『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
良
不
可
。
曰
、
吾
為
之
範
我
馳
驅
、
終
日
不
獲
一
。
為
之
詭
遇
、
一
朝
而
獲
十
。」
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
朱
子
は
「
範
、
法
度
也
。
詭
遇
、
不
正
而
與
禽
遇
也
。
言
奚
不
善
射
、
以
法
馳
驅
則
不
獲
、
廃
法
詭
遇
而
後
中
也
。」
と
解
釈
し
て
い
る
。）
　
管
仲
、
齊
大
夫
、
名
夷
吾
、
相
桓
公
霸
諸
侯
。
器
小
、
言
其
不
知
聖
賢
大
學
之
道
、
故
局
量
褊
淺
、
規
模
卑
狹
、
不
能
正
身
修
德
以
致
主
於
王
道
。
　
焉
、
於
虔
反
。
○
或
人
蓋
疑
器
小
之
為
儉
。
三
歸
、
臺
名
。
事
見
說
苑
。
攝
、
兼
也
。
家
臣
不
能
具
官
、
一
人
常
兼
數
事
。
管
仲
不
然
、
皆
言
其
侈
。
　
好
、
去
聲
。
坫
、
丁
念
反
。
○
或
人
又
疑
不
儉
為
知
禮
。
屏
謂
之
樹
。
塞
、
猶
蔽
也
。
設
屏
於
門
、
以
蔽
內
外
也
。
好
、
謂
好
會
。
坫
、
在
兩
楹
之
間
、
獻
酬
飲
畢
、
則
反
爵
於
其
上
。
此
皆
諸
侯
之
禮
、
而
管
仲
僭
之
、
不
知
禮
也
。
○
愚
謂
孔
子
譏
管
仲
之
器
小
、
其
旨
深
矣
。
或
人
不
知
而
疑
其
儉
、
故
斥
其
奢
以
明
其
非
儉
。
或
又
疑
其
知
禮
、
故
又
斥
其
僭
以
明
其
不
知
禮
、
蓋
雖
不
復
明
言
小
器
之
所
以
然
、
而
其
所
以
小
者
、
於
此
亦
可
見
矣
。
故
程
子
曰
、
奢
而
犯
禮
、
其
器
之
小
可
知
。
蓋
器
大
、
則
自
知
禮
而
無
此
失
矣
。
此
言
當
深
味
也
。
蘇
氏
曰
、
自
修
身
正
家
以
及
於
國
、
則
其
本
深
、
其
及
者
遠
、
是
謂
大
器
。
揚
雄
所
謂
大
器
猶
規
矩
準
繩
、
先
自
治
而
後
治
人
者
是
也
。
管
仲
三
歸
反
坫
、
桓
公
內
嬖
六
人
、
而
霸
天
下
、
其
本
固
已
淺
矣
。
管
仲
死
、
桓
公
薨
、
天
下
不
復
宗
齊
。
楊
氏
曰
、
夫
子
大
管
仲
之
功
而
小
其
器
。
蓋
非
王
佐
之
才
、
雖
能
合
諸
侯
、
正
天
下
、
其
器
不
足
稱
也
。
道
學
不
明
、
而
王
霸
之
略
混
為
一
途
。
故
聞
管
仲
之
器
小
、
則
疑
其
為
儉
、
以
不
儉
告
之
、
則
又
疑
其
知
禮
。
蓋
世
方
以
詭
遇
為
功
、
而
不
知
為
之
範
、
則
不
悟
其
小
宜
矣
。
第
二
十
三
章
子
語
魯
大
師
樂
。
曰
、
樂
其
可
知
也
。
始
作
、
翕
如
也
。
從
之
、
純
如
也
、
皦
如
也
、
繹
如
也
、
以
成
。
（
朱
子
の
時
代
で
は
古
代
の
音
楽
は
既
に
亡
佚
し
て
、
調
べ
よ
う
も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
遡
っ
て
、
孔
子
の
当
時
で
は
音
楽
が
既
に
廃
れ
て
欠
損
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
音
楽
が
既
に
欠
損
し
て
い
た
か
ら
、）
孔
子
は
魯
国
の
楽
官
に
音
楽
の
こ
と
を
告
げ
ら
え
た
。「
音
楽
の
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
演
奏
の
始
め
は
、「
五
音
」（
つ
ま
り
宮
（
ド
）、
商
（
レ
）、
角
（
ミ
）、
徴
（
ソ
）、
羽
（
ラ
）
の
五
つ
の
音
階
）
と
「
六
律
」（
つ
ま
り
黄
鍾
、
大
蔟
、
姑
洗
、
蕤
賓
、
夷
則
、
無
射
の
六
種
の
音
の
高
さ
）
が
一
斉
に
合
奏
さ
れ
る
。
そ
の
音
声
が
盛
ん
に
な
っ
て
清
音
と
濁
音
及
び
高
音
と
低
音
が
補
い
合
っ
て
調
和
す
る
と
、
清
音
と
濁
音
及
び
高
音
と
低
音
が
調
和
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
ほ
ん
の
少
し
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
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の
不
揃
い
も
な
い
か
ら
、
音
声
が
連
続
し
て
途
切
れ
ず
、
そ
う
し
て
一
節
の
演
奏
が
終
了
す
る
。」
集
注
：
　
「
語
」
は
、去
声
（
つ
ま
り
第
四
声
）
で
あ
る
。「
大
」
は
、「
泰
」
と
発
音
す
る
。「
従
」
は
、「
縱
」
と
発
音
す
る
。「
語
」
は
、
告
げ
る
こ
と
で
あ
る
。「
大
師
」
は
、
楽
官
の
官
職
名
で
あ
る
。
当
時
は
音
楽
が
廃
れ
て
欠
損
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
孔
子
は
楽
官
に
音
楽
の
こ
と
を
教
え
た
の
で
あ
る
。「
翕
」
は
、
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
従
」
は
、
放
つ
こ
と
で
あ
る
（「
従
者
、
放
也
。
言
声
音
発
揚
出
来
、
清
濁
高
下
、
相
済
而
和
」、
つ
ま
り
、
音
声
が
盛
ん
に
な
っ
て
清
音
と
濁
音
及
び
高
音
と
低
音
が
補
い
合
っ
て
調
和
す
る
と
い
う
こ
と
）。「
純
」
は
、
調
和
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
皦
」
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
繹
」
は
、
互
い
に
続
い
て
絶
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
成
」
は
、
音
楽
の
一
節
が
終
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
謝
氏（
前
出
）が
言
っ
た
。「
五
音
と
六
律
が
揃
わ
な
け
れ
ば
、
音
楽
に
は
な
ら
な
い
。「
翕
如
た
り
」
と
は
、
そ
の
合
す
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
五
音
が
合
す
れ
ば
、
音
の
清
濁
や
高
下
は
、「
五
味
」（
つ
ま
り
甘
、
苦
、
酸
、
辛
、
鹹
の
五
種
の
味
）が
互
い
に
引
き
立
て
合
っ
て
調
和
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
純
如
た
り
」と
言
う
の
だ
。合
し
て
調
和
す
る
こ
と
は
、音
の
清
濁
や
高
下
が
そ
れ
ぞ
れ
は
っ
き
り
し
て
い
て
少
し
の
不
揃
い
も
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
皦
如
た
り
」
と
言
う
の
だ
。
決
し
て
宮
は
宮
、
商
は
商
の
よ
う
な
ば
ら
ば
ら
の
状
態
で
は
な
い
。
互
い
に
邪
魔
せ
ず
互
い
に
連
続
し
て
、
真
珠
を
連
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
そ
よ
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
繹
如
た
り
、
以
て
成
る
」
と
言
う
の
だ
。」
　
語
、
去
聲
。
大
、
音
泰
。
從
、
音
縱
。
○
語
、
告
也
。
大
師
、
樂
官
名
。
時
音
樂
廢
缺
、
故
孔
子
教
之
。
翕
、
合
也
。
從
、
放
也
。
純
、
和
也
。
皦
、
明
也
。
繹
、
相
續
不
絕
也
。
成
、
樂
之
一
終
也
。
○
謝
氏
曰
、
五
音
六
律
不
具
、
不
足
以
為
樂
。
翕
如
、
言
其
合
也
。
五
音
合
矣
、
清
濁
高
下
、
如
五
味
之
相
濟
而
後
和
、
故
曰
純
如
。
合
而
和
矣
、
欲
其
無
相
奪
倫
、
故
曰
皦
如
、
然
豈
宮
自
宮
而
商
自
商
乎
。
不
相
反
而
相
連
、
如
貫
珠
可
也
、
故
曰
繹
如
也
、
以
成
。
第
二
十
四
章
儀
封
人
請
見
。
曰
、
君
子
之
至
於
斯
也
、
吾
未
嘗
不
得
見
也
。
從
者
見
之
。
出
曰
、
二
三
子
、
何
患
於
喪
乎
。
天
下
之
無
道
也
久
矣
、
天
將
以
夫
子
為
木
鐸
。
衛
国
の
「
儀
」
と
い
う
町
の
国
境
管
理
の
役
人
が
孔
子
に
お
会
い
し
た
い
と
求
め
た
。「
賢
者
が
こ
こ
に
来
ら
れ
た
ら
、
私
は
こ
れ
ま
で
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
う
。
孔
子
の
随
員
が
引
き
合
わ
せ
て
あ
げ
た
。
そ
の
役
人
は
会
見
が
終
わ
っ
て
退
出
し
て
か
ら
言
っ
た
。「
諸
君
、
ど
う
し
て
官
職
を
失
っ
て
国
を
離
れ
た
こ
と
を
心
配
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
世
の
中
に
道
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
既
に
久
し
い
か
ら
、「
天
」（
つ
ま
り
上
帝
）
は
や
が
て
孔
子
を
広
く
民
衆
を
教
え
導
く
指
導
者
に
な
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。」
（「
道
者
、
古
今
共
由
之
理
、
如
父
之
慈
、
子
之
孝
、
君
仁
、
臣
忠
、
是
一
箇
公
共
底
道
理
。
徳
、
便
是
得
此
道
於
身
、
則
為
君
必
仁
、
為
臣
必
忠
之
類
。」
と
あ
り
、
「
無
道
」
と
は
つ
ま
り
、
君
主
た
る
者
に
は
仁
の
徳
が
な
く
、
臣
下
た
る
者
に
は
忠
の
徳
が
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。）
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（13）
集
注
：
　
「
請
見
」、「
見
之
」
の
「
見
」
は
、「
賢
」「
遍
」
の
反
。「
従
」、「
喪
」
は
皆
去
声
（
つ
ま
り
第
四
声
）
で
あ
る
。「
儀
」
は
、
衛
国
の
町
で
あ
る
。「
封
人
」
は
、
国
境
を
管
理
す
る
役
人
で
、
思
う
に
、
賢
人
で
あ
り
な
が
ら
下
級
の
官
位
に
正
体
を
隠
し
た
者
で
あ
ろ
う
。「
君
子
」
と
は
、当
時
の
賢
人
の
こ
と
で
あ
る
。「（
賢
者
が
）
こ
こ
に
来
ら
れ
た
ら
、
（
私
は
）
ど
の
賢
者
に
も
お
目
に
か
か
れ
た
」
と
は
、
自
ら
、
こ
れ
ま
で
賢
者
に
合
う
こ
と
が
断
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
、「
自
通
」（「
古
人
相
見
、
皆
有
将
命
之
詞
、
而
論
語
独
載
儀
封
人
之
説
」、
つ
ま
り
、
上
か
ら
の
命
令
を
受
け
て
会
見
に
来
た
の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
で
来
た
の
で
は
あ
る
が
、
自
分
を
孔
子
に
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
）
を
求
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
見
之
」
と
は
、
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
て
会
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
喪
」
と
は
、
官
職
を
失
っ
て
国
を
離
れ
た
こ
と
を
言
い
、『
礼
記
』
檀
弓
上
に
い
う
「
喪
欲
速
貧
」（
つ
ま
り
、
官
職
を
失
っ
た
後
は
速
や
か
に
貧
乏
に
な
る
こ
と
を
望
む
、と
い
う
孔
子
の
言
葉
）
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。「
木
鐸
」
と
は
、
木
製
の
振
り
子
を
持
つ
金
属
製
の
鈴
で
あ
り
、（
古
代
で
は
）
政
治
や
教
育
の
法
令
を
民
衆
に
施
す
時
に
、
そ
れ
を
振
り
鳴
ら
し
て
、
民
衆
に
注
意
を
与
え
る
に
使
う
の
で
あ
る
（『
書
』
胤
征
に
「
遒
人
以
木
鐸
徇
于
路
」
と
あ
る
）。
そ
の
意
味
は
、
乱
世
が
極
ま
る
と
治
世
が
現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、「
天
」（「
又
僩
問
経
伝
中
天
字
。
曰
、
要
人
自
看
得
分
暁
、
也
有
説
蒼
蒼
者
、
也
有
説
主
宰
者
、
也
有
単
訓
理
時
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、「
主
宰
者
」
の
意
で
、
つ
ま
り
上
帝
）
は
必
ず
や
が
て
孔
子
に
官
職
を
得
て
教
え
を
施
さ
せ
る
の
で
、
長
い
こ
と
官
職
を
失
う
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
境
管
理
の
役
人
が
、
孔
子
を
一
度
会
見
し
て
す
ぐ
に
そ
れ
を
言
っ
て
孔
子
を
称
賛
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
印
象
と
感
想
か
ら
得
た
も
の
は
深
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
人
は
と
言
っ
た
。「
木
鐸
を
鳴
ら
し
て
道
路
で
告
げ
て
巡
り
歩
く
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
、
「
天
」（
つ
ま
り
上
帝
）
が
孔
子
に
官
職
を
失
わ
せ
、
諸
国
を
遊
説
し
て
教
え
を
行
わ
せ
た
こ
と
が
、
道
路
で
木
鐸
を
振
り
鳴
ら
し
な
が
ら
告
げ
て
巡
り
歩
く
の
に
似
て
い
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。」
　
（
朱
子
は
後
に
、「
抑
夫
子
之
設
教
門
人
為
日
久
矣
、
又
何
至
是
而
始
曰
天
將
以
夫
子
為
木
鐸
乎
。
然
蘇
氏
以
天
使
夫
子
東
西
南
北
、
未
嘗
寧
居
、
如
木
鐸
之
徇
于
道
路
、
則
亦
恐
未
安
也
」
と
言
い
、
当
時
孔
子
は
既
に
私
塾
を
開
い
て
教
育
を
行
っ
て
い
た
か
ら
、
な
ぜ
「
天
將
以
夫
子
為
木
鐸
乎
」
と
い
う
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
抱
き
、
ま
た
「
如
木
鐸
之
徇
于
道
路
」
と
い
う
見
方
に
も
不
安
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。）
　
請
見
、
見
之
之
見
、
賢
遍
反
。
從
、
喪
、
皆
去
聲
。
○
儀
、
衛
邑
。
封
人
、
掌
封
疆
之
官
、
蓋
賢
而
隱
於
下
位
者
也
。
君
子
、
謂
當
時
賢
者
。
至
此
皆
得
見
之
、
自
言
其
平
日
不
見
絕
於
賢
者
、
而
求
以
自
通
也
。
見
之
、
謂
通
使
得
見
。
喪
、
謂
失
位
去
國
、
禮
曰
喪
欲
速
貧
、
是
也
。
木
鐸
、
金
口
木
舌
、
施
政
教
時
所
振
、
以
警
衆
者
也
。
言
亂
極
當
治
、
天
必
將
使
夫
子
得
位
設
教
、
不
久
失
位
也
。
封
人
一
見
夫
子
而
遽
以
是
稱
之
、
其
所
得
於
觀
感
之
間
者
深
矣
。
或
曰
、
木
鐸
所
以
徇
于
道
路
、
言
天
使
夫
子
失
位
、
周
流
四
方
以
行
其
教
、
如
木
鐸
之
徇
于
道
路
也
。
第
二
十
五
章
子
謂
韶
、
盡
美
矣
、
又
盡
善
也
。
謂
武
、
盡
美
矣
、
未
盡
善
也
。
（「
楽
」（
つ
ま
り
演
奏
や
舞
踊
や
歌
唱
な
ど
を
含
む
音
楽
の
こ
と
）
は
作
成
者
の
「
徳
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
音
楽
に
は
そ
の
音
楽
の
作
成
者
の
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（14）
「
徳
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。「
韶
」
の
音
楽
に
は
舜
の
「
徳
」
が
現
れ
、「
武
」
の
音
楽
に
は
武
王
の
「
徳
」
が
現
れ
る
。
舜
は
「
揖
遜
」（
つ
ま
り
、
尭
か
ら
の
禅
譲
を
受
け
て
）
天
子
に
な
っ
た
の
だ
が
、
武
王
は
紂
王
を
征
伐
し
て
天
下
を
得
た
の
で
あ
る
。
武
王
の
「
征
伐
」
は
「
順
天
応
人
」（
つ
ま
り
、「
天
理
」「
理
」
に
従
っ
て
）
の
行
為
と
は
言
え
、
自
ず
と
善
を
尽
く
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、「
尽
美
」
の
「
美
」
は
功
績
を
言
い
、「
尽
善
」
の
「
善
」
は
専
ら
「
徳
」
を
言
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
「
善
」
は
「
揖
遜
」
や
「
征
伐
」
に
は
関
係
し
な
い
。「
徳
」
は
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
る
「
性
」
の
現
れ
で
あ
り
、
舜
と
武
王
の
「
本
然
の
性
」（
つ
ま
り
「
理
」）
は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
心
が
稟
受
し
た
気
質
が
相
異
な
る
が
為
に
、
舜
の
「
徳
」
と
武
王
の
「
徳
」
は
全
く
同
じ
も
の
で
き
な
い
。
舜
は
生
ま
れ
な
が
ら
透
き
通
っ
た
極
め
て
清
ら
か
な
気
を
受
け
た
か
ら
、
そ
の
「
徳
」
は
「
本
然
の
性
」
の
現
れ
で
あ
っ
て
完
璧
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
武
王
は
生
ま
れ
た
時
に
稟
受
し
た
気
に
少
し
濁
り
が
付
着
し
て
い
て
そ
の
濁
り
が
邪
魔
と
な
っ
て
い
た
が
為
に
、そ
の
「
徳
」
は
「
本
然
の
性
」
の
現
れ
で
は
な
い
。
武
王
は
後
天
の
努
力
（
つ
ま
り
、
身
を
修
め
る
こ
と
、
気
質
を
変
化
す
る
こ
と
）
で
そ
の
付
着
し
て
い
た
濁
り
を
取
り
除
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
舜
の
「
徳
」
は
細
か
い
の
に
比
べ
て
、
武
王
の
「
徳
」
は
少
し
粗
い
。
そ
れ
故
に
、）
孔
子
は
「
韶
」
の
音
楽
に
つ
い
て
は
「「
美
」
も
十
分
だ
し
、「
善
」
も
完
璧
だ
。」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、「
武
」
の
音
楽
に
つ
い
て
は
「「
美
」
は
十
分
だ
が
、「
善
」
は
ま
だ
完
璧
で
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
集
注
：
　
「
韶
」
は
、
舜
の
「
楽
」（
つ
ま
り
、
演
奏
や
舞
踊
や
歌
唱
な
ど
を
含
む
音
楽
の
こ
と
）
で
あ
る
。「
武
」
は
、
武
王
の
「
楽
」
で
あ
る
。「
美
」
と
は
、
音
声
や
舞
踊
な
ど
の
気
勢
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。「
善
」
と
は
、「
美
」
の
実
質
の
部
分
で
あ
る
（「
実
是
美
之
所
以
然
處
。
且
如
織
出
絹
與
布
、
雖
皆
好
、
然
布
終
不
若
絹
好
」、
つ
ま
り
、
様
々
な
織
物
の
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
地
の
素
質
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）。
舜
は
尭
を
継
い
で
太
平
の
世
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
り
、武
王
は
商
王
朝
の
紂
王
を
征
伐
し
て
民
衆
を
救
っ
た
の
で
あ
り
、そ
の
功
績
は
同
等
の
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、そ
の
「
楽
」（
つ
ま
り
「
美
」）
は
ど
ち
ら
も
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、舜
の
「
徳
」
は
、「
性
之
」（
つ
ま
り
、「
性
」（「
理
」）
の
現
れ
）
で
あ
り
、
そ
の
上
「
揖
遜
」（
つ
ま
り
、「
禅
譲
」
で
あ
り
、
世
襲
で
は
な
く
、
天
子
が
そ
の
位
を
有
徳
者
に
譲
る
と
い
う
こ
と
）
の
形
で
尭
か
ら
天
子
の
位
を
譲
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
武
王
の
「
徳
」
は
、「
反
之
」（
つ
ま
り
、身
を
修
め
て
よ
っ
て
「
性
」（「
理
」）
が
あ
り
の
ま
ま
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
）
で
あ
り
、
ま
た
戦
争
し
て
天
下
を
得
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
実
質
（
つ
ま
り
「
善
」）
に
は
同
じ
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
程
子
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
商
王
朝
を
樹
立
し
た
成
湯
は
夏
王
朝
の
桀
王
を
追
放
し
て
天
下
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ
「
徳
」
が
完
璧
で
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
を
恥
じ
て
い
た
の
で
あ
る
（『
尚
書
』
商
書
・
仲
虺
之
誥
に
「
成
湯
放
桀
于
南
巢
、
惟
有
慚
德
」
と
あ
る
）。
武
王
も
ま
た
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
ま
だ
完
璧
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。
尭
、
舜
、
湯
王
、
武
王
は
、「
揖
遜
」
と
「
征
伐
」
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
道
理
を
は
か
っ
て
行
う
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
で
あ
る
（『
孟
子
』「
離
婁
下
」
に
「
先
聖
後
聖
、
其
揆
一
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
朱
子
の
解
釈
は
「
揆
、
度
也
。
其
揆
一
者
、
言
度
之
而
其
道
無
不
同
也
」
で
あ
る
）。
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（15）
「
征
伐
」
は
成
湯
と
武
王
が
行
い
た
く
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
成
湯
と
武
王
の
時
代
で
は
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」
　
（「
徳
」
に
つ
い
て
は
、「
徳
也
是
有
是
気
而
後
有
是
徳
」、「
因
気
偏
、
這
性
便
偏
了
。
然
此
處
亦
是
性
。
如
人
渾
身
都
是
惻
隠
而
無
羞
悪
、都
羞
悪
而
無
惻
隠
、這
箇
便
是
悪
徳
」、
「
愛
是
惻
隠
、
惻
隠
是
情
、
其
理
則
謂
之
仁
。
心
之
徳
、
徳
又
只
是
愛
。
謂
之
心
之
徳
、
却
是
愛
之
本
根
」
な
ど
と
あ
る
。「
情
」
は
「
性
」
の
現
れ
で
あ
り
、「
徳
」
は
「
情
」
だ
か
ら
、「
徳
」
は
「
性
」
の
現
れ
で
あ
る
。
だ
が
、「
性
」
に
は
「
本
然
の
性
」（
つ
ま
り
「
理
」）
と
「
気
質
の
性
」（
稟
受
し
た
気
の
影
響
で
形
成
さ
れ
た
「
性
」）
が
あ
り
、「
徳
」
は
「
気
質
の
性
」
の
現
れ
で
あ
る
。
舜
は
そ
の
心
が
透
き
通
っ
た
極
め
て
清
ら
か
な
気
を
稟
受
し
た
が
為
に
、
そ
の
「
徳
」
は
「
本
然
の
性
」
の
現
れ
で
あ
っ
て
身
を
修
め
る
必
要
が
な
い
。
し
か
し
、
武
王
は
そ
の
心
が
少
し
濁
り
が
付
着
し
て
い
る
気
を
稟
受
し
た
が
為
に
、
そ
の
「
徳
」
は
「
気
質
の
性
」
の
現
れ
で
あ
り
、
そ
の
「
徳
」
を
「
本
然
の
性
」
の
現
れ
に
変
え
る
に
は
身
を
修
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
濁
り
が
付
着
し
て
い
る
気
を
透
き
通
っ
た
極
め
て
清
ら
か
な
気
に
変
え
る
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
変
化
気
質
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
変
化
気
質
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
朱
子
の
「
変
化
気
質
」（
前
掲
）
を
参
照
。）
　
（「
性
之
」、「
反
之
」
は
つ
ま
り
、『
孟
子
』
尽
心
上
に
い
う
「
孟
子
曰
、
堯
舜
、
性
之
也
。
湯
武
、
身
之
也
。」
の
「
性
之
」、「
身
之
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
に
対
し
て
朱
子
は
「
尭
舜
天
性
渾
全
、
不
假
修
習
。
湯
武
修
身
体
道
、
以
復
其
性
」、「
性
是
自
有
底
、
身
是
従
身
上
做
得
来
、
其
実
只
是
稟
資
略
有
些
子
不
相
似
處
耳
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
舜
と
武
王
は
そ
の
稟
受
し
た
気
質
が
少
し
異
な
る
が
為
に
、
舜
は
身
を
修
め
な
く
て
も
（
つ
ま
り
そ
の
気
質
を
変
え
な
く
て
も
）、そ
の
「
徳
」
は
「
性
」（「
理
」）
の
現
れ
で
あ
る
が
、
武
王
は
身
を
修
め
て
は
じ
め
て
そ
の
「
徳
」
は
「
性
」（「
理
」）
の
現
れ
に
な
る
の
で
あ
る
）
　
韶
、
舜
樂
。
武
、
武
王
樂
。
美
者
、
聲
容
之
盛
。
善
者
、
美
之
實
也
。
舜
紹
堯
致
治
、
武
王
伐
紂
救
民
、
其
功
一
也
、
故
其
樂
皆
盡
美
。
然
舜
之
德
、
性
之
也
、
又
以
揖
遜
而
有
天
下
。
武
王
之
德
、
反
之
也
、
又
以
征
誅
而
得
天
下
。
故
其
實
有
不
同
者
。
○
程
子
曰
、
成
湯
放
桀
、
惟
有
慙
德
、
武
王
亦
然
、
故
未
盡
善
。
堯
、
舜
、
湯
、
武
、
其
揆
一
也
。
征
伐
非
其
所
欲
、
所
遇
之
時
然
爾
。
第
二
十
六
章
子
曰
、
居
上
不
寬
、
為
禮
不
敬
、
臨
喪
不
哀
、
吾
何
以
觀
之
哉
。
（
法
律
や
規
則
や
法
令（「
政
教
法
度
」ま
た
は「
條
教
法
令
」）の
施
行
に
は
、「
寬
」、
つ
ま
り
ゆ
っ
く
り
徐
々
に
浸
透
し
て
行
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
細
か
い
礼
儀
作
法
に
則
っ
て
進
退
す
る
に
は
、「
敬
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
身
を
引
き
締
ま
っ
て
怠
慢
し
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
葬
式
の
時
の
、
手
で
胸
を
打
ち
足
で
地
を
打
ち
号
泣
す
る
に
は
、「
哀
」、
つ
ま
り
心
か
ら
悲
し
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。「
寬
」、
「
敬
」、「
哀
」
は
根
本
で
あ
る
。
も
し
根
本
が
亡
び
れ
ば
、
法
令
な
ど
の
施
行
が
行
き
過
ぎ
て
い
る
か
ど
う
か
、
礼
儀
作
法
が
細
部
に
至
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
悲
し
み
が
深
い
か
ど
う
か
、そ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。そ
れ
故
に
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
高
い
位
に
つ
い
て
い
る
者
が
「
寛
」
で
な
け
れ
ば
、
礼
を
行
う
者
が
「
敬
」
で
な
け
れ
ば
、
葬
儀
に
臨
む
者
が
「
哀
」
で
な
け
れ
ば
、
私
は
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
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ど
う
や
っ
て
そ
の
行
い
の
得
失
を
見
る
の
か
。」
集
注
：
　
高
い
位
に
つ
い
て
い
る
者
は
、
人
を
愛
す
る
こ
と
を
主
と
し
、
だ
か
ら
、「
寬
」（「
寬
字
難
識
。
蓋
有
政
教
法
度
、
而
行
之
以
寬
耳
、
非
廃
弛
之
謂
也
。
如
敬
敷
五
教
在
寬
、
蓋
寬
行
於
五
教
之
中
也
」「
敬
敷
五
教
在
寬
、
只
是
不
急
迫
，
慢
慢
地
養
他
」「
在
寬
、
是
欲
其
優
游
浸
漬
以
漸
而
入
也
」、
つ
ま
り
、
教
化
や
法
令
を
ゆ
っ
く
り
と
徐
々
に
染
み
込
む
よ
う
に
施
行
す
る
こ
と
）
を
根
本
と
す
る
。「
礼
」（「
威
儀
進
退
之
節
」、
つ
ま
り
、
細
か
い
礼
儀
作
法
）
を
行
う
に
は
、「
敬
」（「
敬
是
不
放
肆
底
意
思
」「
怠
惰
放
肆
為
不
敬
」、
つ
ま
り
、
身
を
引
き
締
ま
っ
て
怠
慢
し
な
い
こ
と
）
を
根
本
と
し
、
喪
に
臨
む
（「
擗
踴
哭
泣
之
数
」、
つ
ま
り
死
者
を
弔
い
祭
る
時
に
、
手
で
胸
を
打
ち
足
で
地
を
打
ち
号
泣
す
る
こ
と
）
に
は
、「
哀
」（「
且
如
人
之
居
喪
、
其
初
豈
無
些
哀
心
、
外
面
裝
點
得
來
過
当
、
便
埋
沒
了
那
哀
心
」「
喪
主
於
哀
戚
、
為
之
哭
泣
擗
踊
、
所
以
節
之
、
其
本
則
戚
而
已
」、
つ
ま
り
、
心
か
ら
悲
し
む
こ
と
）
を
根
本
と
す
る
。（「
寬
」、「
敬
」、「
哀
」
は
根
本
で
あ
る
。「
如
寬
便
有
過
不
及
、
哀
便
有
浅
深
、
敬
便
有
至
不
至
。
須
有
上
面
這
箇
物
事
、
方
始
就
這
上
見
得
他
得
失
」、
つ
ま
り
、「
寛
」
が
あ
れ
ば
法
令
な
ど
の
施
行
が
行
き
過
ぎ
た
か
ど
う
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
哀
」
が
あ
れ
ば
悲
し
み
が
深
い
か
浅
い
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
敬
」
が
あ
れ
ば
細
か
な
礼
儀
作
法
が
そ
の
細
部
に
至
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
根
本
が
な
け
れ
ば
、
人
を
愛
す
る
こ
と
ま
た
は
礼
を
行
う
こ
と
ま
た
は
喪
に
臨
む
こ
と
の
そ
の
得
失
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、）
す
で
に
そ
の
「
本
」（
つ
ま
り
、「
寬
」、「
敬
」、「
哀
」
の
三
つ
の
根
本
）
が
な
け
れ
ば
、
何
を
も
っ
て
そ
の
行
い
（
つ
ま
り
、「
人
を
愛
す
る
」
こ
と
或
い
は
「
礼
を
為
す
」
こ
と
或
い
は
「
喪
に
臨
む
」
こ
と
）
の
得
失
を
見
る
の
か
。」
　
居
上
主
於
愛
人
、
故
以
寬
為
本
。
為
禮
以
敬
為
本
、
臨
喪
以
哀
為
本
。
既
無
其
本
、
則
以
何
者
而
觀
其
所
行
之
得
失
哉
。
付
録
：
　
本
稿
の
前
半
（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
八
号
に
掲
載
）
の
冒
頭
の「
概
要
」に
挙
げ
た
幾
つ
か
の
論
文
に
よ
り
朱
子
哲
学
に
い
う「
気
」「
理
」「
性
」
「
徳
」「
道
」「
敬
」「
君
子
」
の
諸
語
の
具
体
的
な
内
容
を
、
最
後
に
付
記
す
る
。
　
「
気
」
に
つ
い
て
は
、「
朱
子
に
あ
っ
て
は
、
恐
ら
く
、
気
が
三
種
類
の
存
在
様
態
で
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
太
極
と
し
て
の
気
、
陰
陽
と
し
て
の
気
、
五
行
（
質
）
と
し
て
の
気
、
と
い
う
三
つ
の
存
在
様
態
で
あ
る
。
朱
子
の
い
う
気
は
、
実
際
は
陰
陽
二
気
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
形
而
上
的
な
存
在
で
あ
る
太
極
も
気
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
形
而
下
的
な
存
在
と
し
て
の
陰
陽
二
気
と
混
同
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
朱
子
は
、
太
極
は
気
だ
と
言
う
の
を
、
な
る
べ
く
避
け
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
太
極
は
気
で
は
あ
る
が
、
占
め
る
空
間
的
な
場
が
な
く
、
直
ち
に
陰
陽
二
気
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
か
ら
、
無
形
か
ら
有
形
へ
と
変
化
す
る
と
い
う
過
程
に
お
い
て
言
え
ば
、
太
極
が
先
に
存
在
す
る
が
、
実
際
の
生
成
順
序
に
お
い
て
は
、
時
間
的
な
先
後
は
な
い
。」
（「
朱
子
の
「
太
極
」
と
「
気
」
前
掲
、
五
七
～
八
頁
）
と
あ
り
、「
鬼
神
・
神
は
、
理
で
は
な
く
、
気
の
作
用
・
働
き
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
が
鬼
神
・
神
の
基
本
義
で
あ
る
が
、
気
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
気
は
、
凝
固
し
て
も
形
質
を
形
成
し
な
い
極
め
て
清
ら
か
な
気
で
あ
っ
て
、
凝
固
し
て
五
行
（
質
）
を
構
成
す
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
八
佾
第
三 
後
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（17）
る
陰
陽
の
気
そ
の
も
の
で
は
な
い
（
鬼
神
は
、
陰
陽
の
気
と
五
行
の
質
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
）。」（「
朱
子
の
「
神
」
前
掲
、
一
三
六
～
七
頁
）
と
あ
る
。
　
「
理
」「
性
」
に
つ
い
て
は
、「
理
は
、
人
間
の
意
図
の
如
き
も
の
が
全
く
な
い
自
然
な
る
も
の
、
本
然
の
性
（
仁
義
礼
智
）
ま
た
は
貧
富
・
貴
賤
・
死
生
・
寿
夭
な
ど
と
い
っ
た
運
命
的
な
規
定
、
行
為
の
準
則
や
事
物
の
扱
い
方
や
物
の
使
い
方
、
人
間
に
内
在
す
る
仁
義
礼
智
と
い
っ
た
道
徳
の
徳
目
、
事
物
に
内
在
す
る
そ
の
ど
う
い
う
働
き
を
す
る
か
を
決
め
る
も
の
と
し
て
の
機
能
・
能
力
、
事
物
の
働
き
の
あ
る
べ
き
様
と
し
て
の
準
則
、
と
い
っ
た
内
容
を
有
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
が
集
ま
っ
て
一
つ
の
体
系
を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、そ
の
体
系
の
全
体
を
も
理
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。」（「
朱
子
の
「
理
」
前
掲
、
四
二
頁
）
と
あ
り
、「
仁
義
礼
智
信
は
、「
五
常
の
性
」、
つ
ま
り
人
間
に
内
在
す
る
道
徳
の
徳
目
で
あ
る
と
同
時
に
、
物
の
固
有
属
性
、
つ
ま
り
事
物
に
内
在
す
る
そ
の
ど
う
い
う
働
き
を
す
る
か
を
決
め
る
も
の
と
し
て
の
機
能
・
能
力
で
も
あ
る
。「
五
常
の
性
」
と
物
の
固
有
属
性
は
、
い
ず
れ
も
理
で
あ
る
の
で
、「
性
即
理
」
と
言
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
ろ
う
。」（
同
上
）
と
あ
る
。
　
「
徳
」
に
つ
い
て
は
、「
徳
也
是
有
是
気
而
後
有
是
徳
。（
徳
は
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
気
が
あ
っ
て
そ
れ
か
ら
そ
の
気
に
応
じ
て
の
徳
が
あ
る
の
だ
。）」（『
朱
子
語
類
』、
九
十
頁
）「
因
気
偏
、
這
性
便
偏
了
。
然
此
處
亦
是
性
。
如
人
渾
身
都
是
惻
隠
而
無
羞
悪
、
都
羞
悪
而
無
惻
隠
、
這
箇
便
是
悪
徳
。（
気
が
偏
っ
て
い
る
が
故
に
、
こ
の
性
が
偏
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
し
か
し
こ
の
偏
っ
た
も
の
も
性
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
は
す
べ
て
が
惻
隠
で
あ
っ
て
羞
悪
が
な
く
、
ま
た
す
べ
て
が
羞
悪
で
あ
っ
て
惻
隠
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
悪
徳
で
あ
る
。）」（
同
上
、
七
一
～
二
頁
）、「
愛
是
惻
隠
。
惻
隠
是
情
、
其
理
則
謂
之
仁
。
心
之
徳
、
徳
又
只
是
愛
。（
愛
は
惻
隠
で
あ
る
。
惻
隠
は
情
で
あ
り
、
そ
の
理
は
つ
ま
り
そ
れ
を
仁
と
い
う
。「
心
の
徳
」
と
は
、
徳
は
ま
た
た
だ
愛
の
こ
と
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。）」（
同
上
、
四
六
五
頁
）
な
ど
と
あ
る
。「
情
」
は
「
性
」
の
現
れ
で
あ
り
、「
徳
」
は
「
情
」
だ
か
ら
、「
徳
」
は
「
性
」
の
現
れ
で
あ
る
。
だ
が
、「
性
」
に
は
「
本
然
の
性
」（
つ
ま
り
「
理
」）
と
「
気
質
の
性
」（
稟
受
し
た
気
の
影
響
で
形
成
さ
れ
た
「
性
」）
が
あ
り
、「
徳
」
は
「
気
質
の
性
」
の
現
れ
で
あ
る
。「
徳
」
は
「
明
徳
」
と
同
一
の
概
念
で
は
な
い
。「
明
徳
」
に
つ
い
て
は
、「
有
是
理
而
後
有
是
気
、
有
是
気
則
必
有
是
理
。
但
稟
気
之
清
者
、
為
聖
為
賢
、
如
宝
珠
在
清
冷
水
中
。
稟
気
之
濁
者
、
為
愚
為
不
肖
、
如
珠
在
濁
水
中
。
所
謂
明
明
徳
者
、
是
就
濁
水
中
揩
拭
此
珠
也
。（
こ
の
理
が
あ
っ
て
そ
れ
か
ら
こ
の
気
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
気
が
あ
れ
ば
必
ず
そ
の
中
に
こ
の
理
が
あ
る
の
だ
。
た
だ
気
の
清
ら
か
な
も
の
を
稟
受
し
た
者
は
聖
人
で
あ
り
賢
人
で
あ
る
か
ら
、
真
珠
が
清
ら
か
な
冷
た
い
水
の
中
に
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
濁
っ
た
気
を
稟
受
し
た
者
は
愚
者
で
あ
り
不
肖
者
で
あ
る
か
ら
、
真
珠
が
濁
っ
た
水
の
中
に
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
」
と
は
つ
ま
り
、
濁
っ
た
水
の
中
で
こ
の
真
珠
に
付
着
し
て
い
る
濁
り
を
拭
き
取
る
こ
と
で
あ
る
。）」（
同
上
、
七
三
頁
）、「
或
問
、明
德
便
是
仁
義
禮
智
之
性
否
。
曰
、便
是
。（
あ
る
人
が
お
尋
ね
し
た
。「
明
徳
は
す
な
わ
ち
仁
義
礼
智
の
性
で
あ
る
か
。」先
生
は
答
え
ら
れ
た
。「
そ
の
通
り
だ
。」）」
（
同
上
、
二
六
○
頁
）
な
ど
と
あ
る
。「
明
徳
」
は
即
ち
仁
、
義
、
礼
、
智
の
「
性
」
で
あ
り
「
理
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、「
本
然
の
性
」
で
あ
る
。「
仁
義
礼
智
の
性
」
は
「
明
徳
」
で
あ
る
が
、「
人
本
来
皆
具
此
明
徳
、
徳
内
便
有
此
仁
義
禮
智
四
者
。（
人
間
に
は
本
来
こ
の
明
徳
が
備
わ
っ
て
い
て
、
徳
に
は
つ
ま
り
こ
の
仁
義
礼
智
の
四
者
が
あ
る
）」
（
同
上
、
二
六
二
頁
）、「
仁
義
禮
智
，
性
之
四
德
也
。（
仁
義
礼
智
は
、
性
の
四
つ
の
徳
で
あ
る
。）」（『
四
書
章
句
集
注
』、
三
五
五
頁
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、「
仁
義
礼
智
」
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（18）
を
単
に
「
徳
」
と
言
う
場
合
も
あ
る
。
　
「
道
」
に
つ
い
て
は
、「
學
而
第
一
」
の
十
四
章
に
「
凡
言
道
者
、
皆
謂
事
物
當
然
之
理
、
人
之
所
共
由
者
也
。（
だ
い
た
い
道
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
、
事
物
の
当
然
の
理
で
あ
り
、
人
々
の
共
通
の
よ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。）」
と
あ
り
、
こ
れ
は
即
ち
、
仁
義
礼
智
、
つ
ま
り
道
徳
の
徳
目
及
び
事
物
の
固
有
属
性
と
し
て
の
機
能
・
能
力
で
あ
る
が
、
特
に
、
行
為
の
準
則
や
事
物
の
扱
い
方
や
物
の
使
い
方
を
「
道
」
と
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
（「
朱
子
の
「
理
」
前
掲
、
三
九
頁
）。
　
「
君
子
」
に
つ
い
て
は
、「
君
子
」
は
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
呼
称
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
つ
ま
り
、
事
物
の
「
理
」（
つ
ま
り
、
人
間
に
は
誰
で
も
生
ま
れ
な
が
ら
仁
義
礼
智
の
性
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
道
理
、
及
び
動
植
物
や
無
生
物
の
固
有
属
性
と
し
て
の
能
力
・
機
能
）
を
究
明
し
、
そ
し
て
そ
の
「
理
」
に
従
っ
て
言
動
を
行
う
人
の
こ
と
を
「
君
子
」
と
呼
ぶ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
理
」
を
究
明
す
る
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
常
に
、
思
慮
を
集
中
さ
せ
る
と
い
う
心
的
状
態
、
及
び
牽
強
付
会
を
し
な
い
と
い
う
心
構
え
を
保
つ
。
こ
れ
が
「
君
子
」
の
特
徴
で
あ
る
。」（「
朱
子
の
「
君
子
」
前
掲
、
（
13
）
頁
）
と
あ
る
。「
常
に
、
思
慮
を
集
中
さ
せ
る
と
い
う
心
的
状
態
、
及
び
牽
強
付
会
を
し
な
い
と
い
う
心
構
え
を
保
つ
」
こ
と
は
即
ち
、「
居
敬
」「
持
敬
」「
主
敬
」
の
こ
と
で
あ
る
。
